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賦
叶
い
仰
山

⑳
山
形
支
部

◎
秋
晴
れ
の
中
で
の
熱
戦

平
成
2
6
年
度
第
1
7
回
電
友
会
山
形
支
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
1
0
月
7
日
村
山
市
の
竜
神
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
一
過
、
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
最
高
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

チ
ー
ム
は
8
チ
ー
ム
、

8
1
名
。
N
T
T
山
形

支
店
総
務
課
長
の
祝

辞
、
電
友
会
山
形
支

部
長
の
挨
拶
の
後
、

選
手
は
ク
ラ
ブ
を
持

ち
コ
ー
ス
に
向
か
い

ま
し
た
。
各
チ
ー
ム

共
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
優
勝

を
目
指
し
熟
我
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
を
す
る
選
手
、
ボ
ー
ル
が
思
う
よ
う
に
飛

ば
な
い
選
手
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
す
る
選
手
い
ろ

い
ろ
で
す
が
、
心
に
闘
志
を
秘
め
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
の
大
会
で
し
た
。

今
年
は
数
チ
ー
ム
が
前
日
村
山
に
入
り
練
習
を
し

て
本
大
会
に
臨
む
予
定
で
し
た
が
、
台
風
1
9
号
の

影
響
で
中
止
と
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。
ま
た

今
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
戴
き
ま
し
た
村
山

ク
ラ
ブ
に
感
謝
致
し
ま
す
。

な
お
、
N
T
T
山
形
支
店
長
並
び
に
電
友
会
東
北

地
方
本
部
長
よ
り
激
励
＆
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
団
体
戦
　
優
勝
　
酒
田
　
準
優
勝
　
さ
く
ら
ん
ぼ

第
3
位
　
霞
城
ク
ラ
ブ

・
個
人
戦
（
男
子
）
優
勝
豊
田
邦
夫
（
お
い
た
ま
）

準
優
勝
高
橋
　
馨
（
酒
田
）

（
女
子
）
優
勝
　
高
橋
利
子
（
酒
田
）

準
優
勝
秋
田
玲
子
（
村
山
ク
）

⑳
霞
城
ク
ラ
ブ

◎
文
化
講
演
会
開
催

平
成
2
6
年
8
月
2
8
日
遊
学
館
に
於
い
て
、
山
形
霞

城
ク
ラ
ブ
、
上
山
、
村
山
、
寒
河
江
さ
く
ら
ん
ぼ
の

会
員
1
0
5
名
の
参
加
の
下
、
午
後
1
時
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
7
月
の
人
事
異
動
で
替
ら
れ
た
女
性

支
店
長
と
し
て
は
東
北
地
方
で
は
初
め
て
で
あ
ろ
う
古

川
支
店
長
か
ら
「
N
T
T
山
形
支
店
の
組
織
変
更
と
事

業
活
動
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
見
直
し
整
備
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
の

強
化
、
社
員
減
少
へ
の
対
応
、
地
域
と
の
き
め
細
か
な

対
応
、
営
業
力
及
び
現
場
力
の
強
化
、
コ
ス
ト
の
削
減

等
々
か
ら
、
N
T
T
東
日
本
を
南
関
東
、
関
信
越
、
東

北
、
北
海
道
の
4
会
社
化
（
グ
ル
ー
プ
）
と
し
て
、
6

事
業
部
を
設
け
る
こ
と
。
そ
し
て
今
ま
で
の
1
7
支
店
を

か
支
店
と
す
る
こ
と
等
か
ら
東
北
は
宮
城
事
業
部
と
し

て
宮
城
、
福
島
、
山
形
、
岩
手
、
青
森
、
秋
田
の
6
支

店
構
成
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
県
単
位
の
法
人
営
業
を

本
社
で
の
一
括
管
理
と
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
委
託
と
し

て
い
た
1
1
6
業
務
は
新
た
な
会
社
化
と
さ
れ
る
こ
と

等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
動
向
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
の
フ
レ
ッ
ツ
光

契
約
者
数
は
平
成
1
3
年
8
月
サ
ー
ビ
ス
開
始
以
来
1
2

年
3
ケ
月
を
経
て
平
成
2
5
年
1
0
月
1
0
0
0
万
契
約

数
を
突
破
し
た
が
、
現
在
の
市
場
状
況
は
個
人
に

あ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
に
よ
り
市
場
が
成

熟
し
て
き
て
い
る
事
、
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
企
業
に

あ
っ
て
は
光
回
線
の
導
入
率
が
5
割
を
超
え
た
こ
と
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等
か
ら
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
、
光
未
利
用
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
顧
客
基
盤
の
維
持
拡

大
、
新
た
な
収
益
源
の
確
保
等
々
に
社
員
一
丸
と

な
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
く
の
で
電
友
会
O
B
皆

様
の
情
報
提
供
、
協
力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
等
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
日
本
の
食
文
化
に
欠
か
せ
な
い
「
し
ょ

う
油
、
味
噌
」
の
お
話
と
し
て
九
十
大
屋
社
長
、
八

代
冒
、
佐
藤
智
彰
氏
に
よ
る
「
和
食
を
世
界
に
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

老
舗
「
九
十
大
屋
」
は
幕
末
1
8
4
4
年
（
天
保

1
5
年
）
　
紅
花
商
と
し
て
創
業
、
そ
の
後
、
味
噌
、
醤

油
を
主
力
と
し
て
山
形
を
は
じ
め
と
し
て
消
費
者
よ

り
「
愛
さ
れ
て
1
7
0
年
」
、
昭
和
3
9
年
に
は
各
地

で
名
の
知
れ
た
「
昧
マ
ル
ジ
ユ
ウ
」
　
の
名
の
も
と
、

半
世
紀
を
迎
え
た

老
舗
が
守
り
続
け

る
講
話
の
趣
旨
は

以
下
の
通
り
で
す
。

若
か
り
し
頃
、

老
舗
企
業
の
外
商

部
に
勤
務
し
て
い

た
時
代
、
世
界
各

国
で
の
商
談
等
で

人
脈
を
通
し
日
本

食
ブ
ー
ム
に
興
味
し
、
遭
遇
し
た
と
の
事
、
日
本

食
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
は
米
国
人
の
健
康
志
向
で

1
9
7
6
年
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
高
所
得
者
層
が
火

付
け
役
と
か
、
そ
の
頃
に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
が
認

知
さ
れ
、
現
地
生
産
す
る
に
至
っ
た
と
か
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
流
行
っ
た
も
の
は
世
界
に
飛
び
火
す
る

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
↓
ロ
ン
ド
ン
↓
E
U
圏
↓
中
東
↓

東
ア
ジ
ア
）
　
例
え
ば
ラ
ー
メ
ン
と
か
、
日
本
レ
ス

ト
ラ
ン
と
か
、
食
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

外
国
人
が
一
番
興
味
を
示
す
の
は
「
日
本
料
理
」
　
で

8
2
％
、
外
国
人
観
光
客
が
訪
日
前
に
一
番
期
待
し

て
い
る
こ
と
は
「
日
本
食
」
だ
そ
う
で
す
。

九
十
大
屋
で
は
、
今
年
（
平
成
2
6
年
）
　
「
ハ
ラ
ー
ル

認
証
」
を
取
得
し
た
と
の
新
聞
報
道
が
さ
れ
ま
し
た

（
ハ
ラ
ル
と
は
許
さ
れ
た
物
）
。
取
得
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

老
舗
企
業
の
外
商
部
に
所
属
し
て
い
た
時
代
の
イ
ス
ラ

ム
圏
（
ダ
ッ
カ
）
　
の
友
人
か
ら
、
何
十
年
振
り
に
イ
ス

ラ
ム
圏
で
「
焼
き
鳥
店
」
を
開
き
た
い
の
で
「
日
本
の

た
れ
」
を
造
っ
て
欲
し
い
と
の
事
、
イ
ス
ラ
ム
圏
の
厳

し
い
規
律
に
従
っ
て
装
置
も
新
た
に
、
そ
の
製
造
方
法

に
法
っ
て
開
発
し
「
ハ
ラ
ー
ル
認
証
」
を
受
け
た
と
の

事
で
す
。
（
ハ
ラ
ー
ル
認
証
は
、
日
本
企
業
で
言
う
I

S
O
認
証
と
類
似
し
た
も
の
な
の
か
な
？
）

イ
ス
ラ
ム
教
、
イ
ス
ラ
ム
圏
、
シ
ー
ア
派
、
ス
ン

ニ
派
、
ム
ス
リ
ム
、
ハ
ラ
ム
、
ハ
ラ
ル
と
複
雑
で
難

し
い
お
話
も
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
老
舗
と
は
　
「
品

1
J

質
と
信
用
」
「
伝
統
は
革
新
の
連
続
」
　
で
あ
る
事
が

良
く
理
解
出
来
ま
し
た
。

最
後
は
出
席
者
に
「
マ
ル
ジ
ユ
ウ
し
ょ
う
ゆ
減
塩
」

（
製
造
方
法
は
味
マ
ル
ジ
ユ
ウ
醤
油
と
全
く
同
じ
に

塩
分
の
み
5
0
％
カ
ッ
ト
）
　
の
お
土
産
を
頂
き
、
全
員

ニ
コ
ニ
コ
顔
で
講
演
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
講
演
者

の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
6
年
1
0
月
7
日
電
友
会
山
形
支
部
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
村
山
竜
神
G
G
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
我
が
愛
好
会
は
、
前
日
に
当
G
G
で
例
会

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
台
風
の
影
響
で
風

雨
が
激
し
く
プ
レ
ー
を
中
止
し
、
宿
泊
予
定
清
の
会

場
、
対
岸
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
に
宿
泊
し
、
交
流
G
G

大
会
の
必
勝
を
期
し
鋭
気
を
養
い
大
会
に
臨
み
、
成

績
上
位
5
名
で
争
っ
た
団
体
戦
に
お
い
て
は
、
準
優

勝
と
1
点
差
の
第
3
位
、
女
性
個
人
戦
で
は
、
高
橋

ト
ミ
さ
ん
が
第
3
位
と
目
標
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も

の
の
、
全
員
の
健
闘
で
勝
ち
取
っ
た
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
大
会
競
技
は
団
体
戦
及
び
個

人
戦
で
の
男
女
の
優
勝
を
目
指
し
て
、
邁
進
し
た
い

と
全
員
で
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
交

流
G
G
大
会
の
仝
参
加
者
数
は
8
1
名
で
、
当
愛
好
会

か
ら
は
、
男
性
1
4
名
、
女
性
6
名
の
2
0
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
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元気ハツラツ…成績は今後に期待です
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高嶺の花…コマクサ撮影会です

平
成
2
6
年
第
2
回
大
会
か
ら
の
競
技
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
平
成
2
6
年
第
2
回
大
会
　
（
平
成
2
6
年
5
月
2
9
日
）

優
勝
　
渋
谷
　
チ
ヱ
　
　
準
優
勝
　
中
川
　
正
義

（
会
場
　
蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
G
G
）

・
平
成
2
6
年
第
3
回
大
会
（
平
成
2
6
年
6
月
2
6
日
）

優
勝
　
中
川
　
正
義
　
　
準
優
勝
　
鏡
　
俊
雄

（
会
場
　
徳
良
湖
G
G
）

・
平
成
2
6
年
度
第
4
回
大
会
（
平
成
2
6
年
8
月
2
8
日
）

優
勝
　
鏡
　
俊
雄
　
　
　
準
優
勝
　
菊
地
　
欣
一

（
会
場
　
蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
G
G
）

な
お
、
7
月
の
大
会
競
技
に
つ
い
て
は
、
競
技
途

中
に
激
し
い
雷
雨
の
た
め
、
中
断
・
中
止
、
9
月
の

大
会
競
技
に
つ
い
て
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
風
雨

の
た
め
、
中
止
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
例
会
に
お
け
る
競
技
成
績
及
び
入
賞
者
の

の
大
会
競
技
を
行
い
終
了
と
し
、
平
成
2
7
年
3
月
に

総
会
・
出
陣
式
を
実
施
し
、
翌
日
か
ら
新
た
に
競
技

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
更
な
る
飛
躍
を
期
し
て
頑

張
り
ま
す
。

㈲
囲
碁
の
会

・
対
局
で
社
会
奉
仕

介
護
老
人
保
健

施
設
「
フ
ロ
ー
ラ
さ

い
せ
い
」
で
適
所
リ

ハ
ビ
リ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
か
た
と
の
対

局
は
毎
週
金
曜
日
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
1
周
年
と

な
り
ま
す
。

・
2
6
年
度
第
2
回

9
月
8
日
　
遠
刈
田
温
泉
　
各
県
8
名
参
加

宮
城
1
位
　
　
山
形
2
位
　
　
福
島
3
位

個
人
賞
は
C
ク
ラ
ス
で
1
位
浦
山
勇
、
2
位
長
岡

宏
の
両
名
で
あ
っ
た
。

㈱
N
T
T
。
O
B
写
真
ク
ラ
ブ

2
6
年
度
総
会
（
3
月
）
　
で
年
間
事
業
を
決
定
し
月

1
回
の
定
例
会
（
作
品
合
評
会
）
・
新
緑
の
撮
影
会
（
4

月
）
・
蔵
王
の
コ
マ
ク
サ
撮
影
会
（
7
月
）
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
の
　
「
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
へ
の
写
真
提
供
（
年
2
回
）
」
・
「
霞
城
ク
ラ
ブ

H
P
へ
の
写
真
提
供
（
毎
月
1
点
）
」
・
「
高
齢
者
賃

貸
住
宅
ロ
ビ
ー
へ
の
常
設
展
示
（
4
半
期
毎
入
替
）
」

等
の
活
動
継
続
実
施
。
山
形
市
民
写
真
展
（
9
月
）

で
は
今
年
も
入
選
者
（
3
名
）
を
出
す
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
1
0
月
1
7
日
～
2
1
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

「
第
2
回
電
友
会
霞
城
ク
ラ
ブ
芸
術
作
品
展
」
　
へ
会

顔
な
ど
、
霞
城
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

愛
好
会
に
関
す
る

最
新
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
霞
城
ク

ラ
ブ
内
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

平
成
2
6
年
は
、

1
1
月
1
4
日
に
最
終

大
会7

月
3
0
日
　
O
B
サ
ロ
ン
1
5
名
参
加

優
勝
　
高
橋
　
公
夫
　
　
準
優
勝
　
原
田
　
利
夫

・
山
形
県
囲
碁
交
流
大
会

9
月
2
9
日
　
天
童
温
泉
「
い
ち
ら
く
」
　
2
2
名
参
加

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
高
橋
　
登
　
　
　
準
優
勝
　
戸
田
　
清
二

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
堀
　
義
信
　
　
　
準
優
勝
　
樋
口
　
繁
雄

・
東
北
南
三
県
対
抗
囲
碁
大
会

虞
の
写
真
を
中
心

に
4
2
点
を
展
示
し
、

一
昨
年
の
第
1
回

作
品
展
と
同
様
大

好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
1
0

月
に
入
り
、
県
内
も

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
到

来
と
な
り
、
紅
葉
の

撮
影
会
（
3
0
日
）
を
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スタート前のハイチーズ…ですよ

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
は
ク
ラ
ブ
と
し

て
第
2
回
日
の
作
品
展
を
予
定
し
て
お
り
、
撮
影
会

や
合
評
会
を
実
施
し
な
が
ら
会
員
一
同
撮
影
技
術
向

上
に
勤
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

㈲
「
な
な
か
ま
ど
会
」
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

平
成
2
6
年
度
は
、
2
つ
の
例
会
会
場
を
宮
城
県
に

移
し
、
ま
た
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
配
意
し
て

開
催
時
期
の
変
更
等
を
行
い
、
会
員
の
参
加
率
向
上

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
異
常
天
候
に
よ
り

各
地
に
お
い
て
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が

幸
い
に
も
例
会
の
中
止
及
び
延
期
等
す
る
事
も
な

く
、
最
終
例
会
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
残
念

で
あ
っ
た
の
は
、
7
月
の
南
三
県
交
流
会
が
悪
天
候

の
た
め
、
延
期
と
な
り
、
再
挑
戦
は
4
名
の
参
加
者

と
な
り
ま
し
た
が
、
実
力
を
発
揮
し
て
3
位
を
獲
得

す
る
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

年
度
の
例
会
は
、
当
会
の
目
標
で
あ
る
〝
元
気
で
自

然
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
く
遊
ぶ
事
〃
　
で
例
年
よ
り
多

く
の
参
加
を
頂
き
、
自
然
の
風
を
感
じ
、
健
康
を
意

識
し
た
活
動
計
画
を
遂
行
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
年
度
の
な
な
か
ま
ど
会
の
活
動
を
期
待
し
て
、
最

終
例
会
及
び
納
会
を
日
月
日
日
に
無
事
迎
え
る
こ
と

が
出
来
そ
う
で
す
。

平
成
2
6
年
度
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
1
回
例
会
（
4
月
2
1
日
通
算
2
3
8
回
）

天
童
c
c
　
（
参
加
者
3
1
名
）

優
勝
　
斉
藤
　
敦
俊
　
　
準
優
勝
　
叶
　
昌
悦

・
第
2
回
例
会
（
5
月
1
9
日
通
算
2
3
9
回
）

蔵
王
c
c
　
（
参
加
者
3
6
名
）

優
勝
　
押
切
　
恵
一
　
準
優
勝
　
渡
辺
　
盛
正

・
第
3
回
例
会
（
6
月
1
6
日
通
算
2
4
0
回
）

大
石
田
c
c
　
（
参
加
者
3
6
名
）

優
勝
　
佐
藤
　
博
　
　
　
準
優
勝
　
清
野
　
和
義

・
第
4
回
例
会
（
7
月
1
4
日
通
算
2
4
1
回
）

ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム
G
C
　
（
参
加
者
2
8
名
）

優
勝
　
菊
地
　
勇
三
　
　
準
優
勝
　
新
山
　
善
治

・
第
5
回
例
会
（
8
月
1
8
日
通
算
2
4
2
回
）

山
形
G
C
　
（
参
加
者
3
5
名
）

優
勝
　
叶
　
昌
悦
　
　
　
準
優
勝
　
松
田
　
真
一

・
第
6
回
例
会
（
9
月
1
9
日
通
算
2
4
3
回
）

告
と
し
ま
す
。
な
お
通
算
2
5
0
回
記
念
大
会
は
来

年
度
第
5
回
例
会
に
あ
た
り
ま
す
。

㈱
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗

結
成
以
来
、
月
2

回
の
ペ
ー
ス
で
開
か

れ
る
例
会
も
1
0
月
で

9
0
回
を
迎
え
ま
し

た。
今
期
は
「
O
B
第

2
回
芸
術
作
品
展
」

を
目
標
に
、
1
人
1

点
が
新
作
に
取
り
組

み
、
合
計
2
9
点
の

マ
グ
ノ
リ
ア
c
c
（
参

加
者
3
0
名
）

優
勝
　
山
口
　
仁
陸

準
優
勝
村
山
　
久
次

・
第
7
回
例
会
（
1
0
月

1
0
日
通
算
2
4
4
回
）

宮
城
蔵
王
c
c
　
（
参

加
者
3
5
名
）

優
勝
　
影
沢
　
保
雄

準
優
勝
山
川
　
隆

第
8
回
例
会
成
績
及

び
納
会
模
様
は
次
回
の
報

作
品
と
小
物
1
6
点
を
出
品
し
、
会
期
中
は
サ
ー
ク
ル

貞
全
員
が
受
付
当
番
を
積
極
的
に
努
め
、
沢
山
の
会

員
の
方
や
お
客
様
と
交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し

た。
ま
た
、
村
山
市
の
真
下
慶
治
美
術
館
で
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
展
、
東
根
の
野
守
の
宿
で
の
キ
ル
ト
展
、
目

黒
雅
叙
園
で
の
和
の
キ
ル
ト
展
と
箱
根
一
泊
な
ど
、

全
員
の
参
加
は
難
し
い
け
れ
ど
、
そ
の
都
度
行
け
る

人
だ
け
で
た
く
さ
ん
の
キ
ル
ト
展
を
見
ま
し
た
。

1
0
月
の
「
富
岡
製
糸
場
を
訪
ね
る
一
泊
の
旅
」
　
に

も
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
「
い
き

い
き
ネ
ッ
ト
」
か
ら
依
頼
の
清
拭
タ
オ
ル
縫
い
も
仝
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員
で
参
加
し
、
百
枚
を
縫
い
ま
し
た
。

今
後
も
研
究
心
を
磨
き
合
い
、
楽
し
い
お
茶
の
時

間
も
た
っ
ぷ
り
と
…
取
り
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
1
0
月
2
2
日
に
開
催
さ
れ

た
「
山
形
県
・
県
民
福
祉
大
会
」
に
お
い
て
、
大
会

会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

霞
城
ク
ラ
ブ
の
関
係
者
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま

した。

㊨
電
夜
会
さ
く
ら
ん
ぼ

電
友
会
さ
く
ら
ん
ぼ
は
、
ノ
小
規
模
地
域
の
ク
ラ
ブ

と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等

を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

懸
案
の
会
員
数
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
末
の
6
0
名

か
ら
7
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
、
現
在
6
6
人
に
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
な
か
な
か
外
に
出
ら
れ
な
い
会
員
の

方
々
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
活
動
に
つ
い
て
、
み
ん

な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
「
愛
の
鳩
」
の
活
動
が
表
彰
さ
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
愛
の
鳩
」
　
（
山
形
い

き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
阿
部
孝
記
会
長
）
　
は
、
毎
年

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
手
縫
い
の
清
拭
タ
オ
ル
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
1
0
月
1
5
日
に
3
施
設
へ
計
3
0
0
枚
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
　
（
翌
日
新
聞
記
事
掲
載
）
。

こ
の
度
、
多
年
に
わ
た
る
「
愛
の
鳩
」
　
の
活
動
が

誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
愛
の
鳩
」
　
は

安
孫
子
洋
子
さ
ん

を
会
長
に
1
1
名
の

方
々
で
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
電
友

会
本
部
か
ら
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

賞
」
を
受
賞
し
て

か
ら
間
も
な
く
1
0
年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
〝
長

期
継
続
団
体
賞
〟
を
目
指
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
芸
術
作
品
展
へ
の
出
展
（
霞
城
ク
ラ
ブ
主
催
）

1
0
月
1
7
～
2
1
日
ま
で
、
山
形
芸
文
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
「
芸
術
作
品
展
」
　
に
当
ク
ラ
ブ
か
ら
5
名
の

方
が
出
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
て
開
催
さ
れ
た
2
年
前
に
、
各
作
品
の
す

ぼ
ら
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
作
品
展
も

趣
味
の
域
を
超
え
る
作
品
ば
か
り
で
、
沢
山
の
鑑
賞

者
に
感
動
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。

作
者
が
身
近
に
お
ら
れ
る
だ
け
に
、
普
段
は
気
づ

か
な
い
素
顔
が
発
見
で
き
た
よ
う
な
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

囲
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

1
0
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
電
友
会
支
部
交
流
大
会

で
初
め
て
準
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

各
種
大
会
で
は
、
個
人
戦
で
常
連
の
入
賞
者
は
お

り
ま
し
た
が
、
団
体
戦
は
も
う
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
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和気あいあいの雰囲気です

のど自慢の強者たち

で
足
踏
み
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
成
績
は

一
つ
の
壁
を
の
り
越
え
た
感
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の

全
員
が
満
足
し
て

お
り
ま
す
。
今
後

の
優
勝
に
向
け
弾

み
が
つ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

日
月
は
、
今
年

最
後
の
地
区
大
会

を
「
朝
日
自
然
館
」

で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
懇
親
会
も

い
た
し
ま
し
た
。
村
山
ク
ラ
ブ
さ
ん
は
、
流
石
に
競

技
の
レ
ベ
ル
は
勿
論
の
こ
と
、
講
談
者
も
キ
ッ
チ
リ

揃
え
て
お
り
、
予
期
せ
ぬ
幅
広
い
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
最
後
の
納
会
は
、
い
ろ
ん
な
コ
ー
ス
を
体
験

す
る
た
め
、
1
1
月
7
日
に
宮
城
県
大
衡
村
に
県
外
遠

征
を
行
う
予
定
で
す
。

㈱
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

当
愛
好
会
は
、

最
も
多
い
会
員
を

会
員
数
9
名
の
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
毎
週
月
曜
日
を

練
習
日
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
最
も

例
会
の
多
い
熱
心
な
ク
ラ
ブ
で
す
。
今
年
も
、
例
会
に

は
ほ
ぼ
全
員
が
集
ま
り
、
基
礎
体
力
の
維
持
と
、
昼
食

会
を
通
じ
て
の
ヨ
モ
ヤ
マ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

い
つ
も
健
康
の
有
難
さ
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
コ
ー

チ
の
中
野
さ
ん
の
下
で
練
習
を
楽
し
く
続
け
て
お
り
ま

す。

（
4
1
名
）
を
抱
え
て
笹

き
っ
と
盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

サ
ー
ク
ル
結
成
後
2
年
日
と
若
い
た
め
、
4
月
の

打
ち
初
め
を
ス
タ
ー
ト
に
、
毎
月
の
例
会
で
は
競
技

力
の
ア
ッ
プ
と
ル
ー

ル
の
勉
強
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
会

員
の
力
を
確
か
め
る

た
め
、
各
種
大
会
へ

積
極
的
に
参
加
し
、

8
月
に
は
、
実
力
者

が
揃
う
村
山
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
会
を
開
催

お
り
ま
す
。
例
会
は

毎
月
2
回
行
っ
て

お
り
、
そ
の
都
度
新

曲
を
披
露
す
る
方

が
多
い
と
い
う
熱

心
ぶ
り
で
す
。

7
月
1
1
日
は
、
匝

例
の
納
涼
祭
を
「
ホ
テ
ル
一
龍
」

で
行
い
、
各
自
の

上
達
ぶ
り
を
披
露
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
の
例

会
で
は
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
の
劫

を
離
れ
、
初
め

て
隣
町
の
河
北
町
で
行
い
ま
し

し
い
料
理
が

準
備
さ
れ
、
雰
囲
気
の
あ
る
席

声
が
合
間
な
く
流
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せん。
㈲
卓
球
愛
好
会

⑳
酒
田
電
友
舎

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
韮
年
度
の
定
期
総
会
は
6
月
1
1
日
ホ
テ
ル
リ
ッ

チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田
で
舶
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。
冒
頭
、
1
1
名
の
会
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
か
ら
ご

冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

線
い
て
酒
田
電
友
会
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

した。挨
拶
要
旨

今
回
、
長
寿
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
5
名
の
先
輩
の

皆
様
に
祝
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
生
き
が
い
を
兄
い
出
す
た
め
の
い
ろ
ん

な
メ
ニ
ュ
ー
（
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
情

報
提
供
、
近
況
報
告
等
）
を
通
し
て
交
流
を
図
り
皆
様
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懇親会模様

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
入
会
者
2
名
に
対
し
死
亡
者
が
1
1
名
と
大
巾
に
会
員

は
減
っ
て
右
肩
下
が
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
電
友
会
の

役
員
も
入
会
を
勧
め
て
い
ま
す
が
会
員
数
は
1
2
7
名

と
な
り
悩
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
も
お
誘
い
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
来
年
の
総
会
で
も
元
気
な
姿

で
皆
様
に
会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

N
T
T
側
か
ら
は
庄
内
営
業
所
長
の
久
道
秀
敏
様
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

い
ろ
い
ろ
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

光
フ
レ
ッ
ツ
の
販
売
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
2
世
帯
に

1
世
帯
は
利
用
し
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
7
月
か
ら
は
光
親
善
大
便
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
客
様
の
ご
意
見
番
と
し
て

販
売
、
故
障
、
ク
レ
ー
ム
等
を
N
T
T
に
報
告
し
て
経

営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

退
職
者
の
会
会
長
の
菊
地
義
信
様
か
ら
の
祝
辞
の
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
1
3
年
に
N
T
T
を
退
職
し
て
今
は
、
地
域
や
N

T
T
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
結
構
忙
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
先
般
退
職
者
の
会
の
研
修
会
が
熱
海
で
2
日

間
の
日
程
で
1
2
0
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
退
職
者
の
会
の
組
織
の
大

き
さ
で
し
た
。
研
修
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

富
山
県
で
取
り
組
ん
で
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て

富
山
県
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
個
人
か
ら
法
人
化
へ

の
立
ち
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。
成
功
さ
せ
る
た
め
の

支
え
は
看
護
師
、
地
域
の
方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
お

か
げ
で
平
成
5
年
か
ら
は
予
算
も
つ
い
て
9
0
ヶ
所
で
運

営
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
介
護
、
特
老
を
認
め
さ

せ
た
事
例
と
し
て
の
紹
介
で
こ
れ
か
ら
は
益
々
広
が
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
お
し
ん

レ
ー
ス
の
会
場
清
掃
に
つ
い
て
は
電
話
を
し
5
割
の
会

員
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
別
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
長
寿
の
賀
詞
に
移
り
5
名
の
会
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
会
員
動
向
が
報
告
さ
れ
た
あ
と
議
事
に

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は

懇
親
会
、
い
つ
も

の
和
や
か
な
雰
囲

気
で
歓
談
し
最
後

に
星
影
の
ワ
ル
ツ

を
全
員
で
合
唱
し

別
れ
を
惜
し
ん
で

の
閉
会
と
な
り
ま

した。

入
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
事
務

局
か
ら
平
成
か
年

度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
の

あ
と
平
成
加
年
度

の
事
業
報
告
（
案
）
、

収
支
計
画
（
案
）

が
提
案
さ
れ
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ

◎
N
T
T
ク
リ
ー
ン
作
戦

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
お
し
ん
レ
ー
ス
の
会
場
と
な
る

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
大
会
前
日
と
な
る
6
月
の
第
2
土

曜
日
　
（
今
回
は
6
月
1
4
日
）
　
午
前
7
時
集
合
で
現
役

退
職
者
の
会
、
電
友
会
、
関
連
会
社
の
皆
様
で
約

1
0
0
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

清
掃
前
、
N
T
T
山
形
支
店
の
加
藤
副
支
店
長
か

ら
の
挨
拶
の
後
大
会
実
行
委
員
長
の
富
樫
様
か
ら
協

力
に
対
し
て
の
お
礼
を
次
の
よ
う
に
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
日
は
悪
天
候
で
あ
る
が
明
日
の
天
候
回
復
を

信
じ
て
万
全
な
コ
ー
ス
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

会
場
と
な
る
コ
ー
ス
は
流
木
が
多
か
っ
た
が
選
手

に
怪
我
の
な
い
よ
う
1
時
間
か
け
て
丹
精
を
込
め
て

清
掃
に
努
め
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

選
手
は
全
国
か
ら
4
9
2
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
い
る
が
き
れ
い
に
な
っ
た
コ
ー
ス
で
持
久
力
の
限
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酒田・鶴岡G・Gホールインワンゲーム

界
に
挑
み
初
夏
の
酒
田
を
熱
く
走
り
ぬ
け
て
欲
し
い

と
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
第
1
回
鈴
木
光
祐
杯
春
季
大
会

平
成
2
6
年
5
月

8
日
　
　
場
所

大
浜
緑
地
公
園

優
勝

前
田
　
哲
夫

準
優
勝

宍
戸
　
実

優
勝
者
は
木

曜
ク
ラ
ブ
の
草
分

け
的
な
存
在
で
頑

・
第
2
回
大
川
昭
雄
杯
秋
季
大
会

平
成
2
6
年
9
月
1
8
日
　
　
場
所
　
大
浜
緑
地
公
園

優
勝
　
五
十
嵐
喜
久
男
　
準
優
勝
　
阿
部
　
信
夫

優
勝
者
は
常
に
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
で
人
生

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・
酒
田
鶴
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

女
子
　
優
勝
　
　
高
橋
　
利
子

高
橋
ご
夫
婦
大
活
躍
！
－
・
歴
史
に
残
る
快
挙
！
！

男
子
は
優
勝
者
と
同
ス
コ
ア
な
が
ら
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
の
差
で
惜
し
く
も
準
優
勝
。
凱
旋
を
果
た
し
ま

した。

張
っ
て
お
り
ま
す
。

・
第
1
回
大
川
昭
雄
杯
春
季
大
会

平
成
2
6
年
6
月
1
9
日
　
　
場
所
　
大
浜
緑
地
公
園

優
勝
　
前
田
　
哲
夫
　
　
準
優
勝
　
自
畑
　
邦
彦

優
勝
者
は
自
分
の
プ
レ
ー
で
課
題
を
み
つ
け
常
に

修
正
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
第
2
回
鈴
木
光
祐
杯

平
成
2
6
年
1
0
月

2
日
　
　
場
所

大
浜
緑
地
公
園

参
加
者
か
名
（
酒

田
1
7
名
、
鶴
岡
1
0
名
）

優
勝

三
島
金
治
郎

準
優
勝

白
畑
　
邦
彦

鶴
岡
の
幹
事
の

佃
N
T
T
囲
碁
愛
好
会

・
鈴
木
光
祐
杯

平
成
2
6
年
7
月
5
日

優
勝
　
高
橋
　
登

場
所
　
N
T
T
サ
ロ
ン

準
優
勝
　
伊
東
　
勉

ア
タ
リ
ア
タ
リ
は
ヘ
ボ
碁
の
見
本
と
言
わ
れ
る
が

そ
こ
は
わ
き
ま
え
手
筋
で
打
っ
て
い
る
。
実
力
者
の

所
以
で
あ
る
。

・
山
形
県
交
流
大
会

平
成
2
6
年
9
月
2
9
日

A
ク
ラ
ス
　
　
優
勝

場
所
　
天
童
市

高
橋
　
登
　
（
酒
田
）

平
成
2
6
年
7
月
加
日

優
勝
　
前
田
　
哲
夫

場
所
　
大
浜
緑
地
公
園

準
優
勝
　
小
松
　
貞
之

優
勝
者
は
三
連
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
。
木
曜

ク
ラ
ブ
の
鏡
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
は
健
在
で
す
。

皆
様
か
ら
周
到
に
準
備
し
て
い
た
だ
き
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

・
電
友
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会

平
成
2
6
年
1
0
月
7
日
　
場
所
　
村
山
竜
神
G
G
会

場
参
加
者
　
8
1
名
（
男
子
6
6
名
、
女
子
1
5
名
）

酒
田
か
ら
は
7
名
の
参
加

団
体
優
勝
　
酒
田
チ
ー
ム

個
人
の
部
　
男
子
　
準
優
勝
　
高
橋
　
馨

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
力
を
如
何
な
く
発
揮
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
す
が
で
す
。

㈱
N
T
T
。
O
B
歩
こ
う
会

・
春
の
歩
こ
う
会
（
6
月
4
日
）

鳥
海
山
の
北
山
麓
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
秋
の
歩
こ
う
会
（
1
0
月
7
日
）

色
づ
い
て
き
た
眺
海
の
森
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◎
〝
祝
″
高
橋
登
さ
ん
県
知
事
賞
受
賞

9
月
に
行
わ
れ
た
山
形
県
老
人
福
祉
大
会
で
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
指

導
、
育
成
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
こ
と
が
高
く
評
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価
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㊨
鶴
岡
電
友
会

◎
第
1
5
回
定
期
総
会
開
催

6
月
6
日
鶴
岡
第

3
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
1
7

名
が
出
席
し
開
催
さ

れた。公
年
度
の
活
動
状

況
等
の
報
告
、
今
年

度
の
活
動
計
画
を
全

員
一
致
で
了
承
さ
れ

た。

一
段
と
目
を
引
き
、

花
つ
み
等
の
手
入
れ

時
に
は
道
行
く
市
民

か
ら
「
き
れ
い
で
す

ね
・
御
苦
労
さ
ん
」

と
声
を
か
け
て
頂
い

て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い

て
良
か
っ
た
と
思
え

る
一
瞬
で
も
あ
る
。

花
の
咲
き
終
わ

朝
夕
の
水
や
り
、
雑
草
取
り

る
1
1
月
ま
で
頑
張
ろ
う
と
会
員
の
意
気
込
み
が
伝

今
回
は
支
部
渡
辺
事
務
局
長
の
ご
出
席
を
頂
き
、
N

T
T
山
形
支
店
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
光
親
善
大

便
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
会
員
の
中
か
ら
希
望
者

を
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。
総
会
終
了
後
に
N
T
T
庄
内

営
業
所
長
か
ら
組
織
変
更
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
き
懇

親
会
へ
と
移
っ
た
。

◎
花
い
っ
ぱ
い
美
化
活
動

今
年
度
も
鶴
岡
市
美
化
運
動
に
参
加
し
、
6
月
に

N
T
T
鶴
岡
ビ
ル
内
と
歩
道
上
の
花
壇
に
サ
ル
ビ
ア

ペ
コ
ニ
ア
を
植
栽
し
た
。

諸
団
体
の
い
ろ
い
ろ
な
花
の
中
に
真
っ
赤
な
色
が

わ
っ
て
く
る
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
男
衆
の
料
理
サ
ー
ク
ル

今
年
も
枝
豆
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」

の
植
え
付
け
が

5
月
に
行
わ
れ
た
。

昨
年
の
反
省
を
活

か
し
な
が
ら
一
つ

ひ
と
つ
確
認
し
な

が
ら
の
作
業
に
、

慣
れ
な
い
鍬
を
使

い
な
が
ら
の
快
い

汗
の
一
時
で
し
た
。

再
び
椎
茸
栽
培

に
挑
戦
し
た
。
原

木
の
丸
太
に
一
定
間
隔
で
菌
を
植
え
付
け
る
作
業
も

見
よ
う
見
ま
ね
で
あ
る
。
原
木
の
伏
込
か
ら
来
年
の

収
穫
期
ま
で
は
会
員
一
人
ひ
と
り
の
管
理
で
出
来
具

合
が
違
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
収
穫
期
を

想
像
し
な
が
ら
熱
心
に
作
業
に
取
り
組
ん
だ
一
日
で

した。
㈲
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

9
月
2
5
日
に
酒
田
・
鶴
岡
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
酒
田
会
場
に
て
開
催
さ
れ
1
4
名
の
会
員
が
参

加
し
、
1
0
月
7
日
の
県
交
大
会
に
は
7
名
の
会
員
が

参
加
し
た
。

毎
週
の
練
習
に
1
人
、
2
人
と
参
加
者
が
増
え
会

員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
楽
し

み
が
増
え
た
と
喜
ん
で
頂
い
て
い
る
。
競
う
だ
け
の

目
的
で
な
く
、
心

豊
か
に
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
と
願
っ

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
1

年
の
締
め
括
り
と

し
て
石
川
会
長
杯

と
一
人
ひ
と
り
の

1
年
間
の
練
習
成

果
発
表
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
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⑳
電
衣
食
お
い
た
ま

◎
山
形
支
部
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加

毎
年
恒
例
の
、
県
内
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

村
山
竜
神
ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
さ
れ
我
等
チ
ー
ム
も

9
名
の
選
手
に
て
参
加
し
ま
し
た
。
昨
日
の
台
風
に

ょ
る
雨
空
か
ら
ま
ず
ま
ず
の
天
候
に
な
り
好
成
績
が

期
待
さ
れ
ま
し
た
。
3
コ
ー
ス
8
ホ
ー
ル
に
そ
れ
ぞ

れ
分
か
れ
3
ラ
ウ
ン
ド
の
戦
い
が
始
ま
り
我
が
選
手

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
ラ
ッ
シ
ュ
で
1
人
で
3
個
も

取
る
選
手
も
い
て
団
体
・
個
人
優
勝
も
期
待
さ
れ
ま

した。総
合
成
績
の
結
果
は
、
個
人
優
勝
は
取
り
ま
し
た

が
団
体
優
勝
は
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
こ
そ

は
団
体
・
個
人
優
勝
と
行
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
大
会
役
員
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
と
、
感

謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

成
績
　
団
体
の
部
　
　
第
五
位

個
人
男
子
部
　
優
　
勝
　
豊
田
　
邦
夫

第
3
位
　
遠
藤
　
安
昭

◎
置
賜
地
区
文
化
講
演
会
の
開
催

電
友
会
「
お
い
た
ま
」
・
「
長
井
」
共
催
で
開
催
し

て
い
る
文
化
講
演
会
は
、
今
年
度
は
「
お
い
た
ま
」

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
1
0
月
2
8
日
米
沢
市
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
で
3
0
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
1
部
N
T
T
東
日
本
－
東
北
山
形
支
店
企
画

総
務
部
門
長
菅
谷
寛
治
様
か
ら
N
T
T
東
日
本
－

東
北
の
組
織
改
革
の
説
明
を
受
け
た
後
、
第
2
部
の

講
演
で
は
「
上
杉
鷹
山
公
と
郷
土
の
先
人
を
顕
彰
す

る
会
」
　
の
常
任
理
事
高
橋
捷
夫
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
「
米
沢
・
置
賜
の
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
か
ら
」

の
演
題
で
拝
聴
し
ま
し
た
。

米
沢
市
北
山
原
や
赤
湯
宮
内
の
北
条
郷
で
の
殉
教

者
処
刑
事
件
、
白
鷹
の
佐
野
原
地
区
へ
の
宣
教
師
逃

亡
、
景
勝
や
直
江
兼
続
の
関
わ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
の

信
長
・
秀
吉
の
関
わ
り
な
ど
、
な
か
な
か
知
る
こ
と

の
少
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
史
を
先
生
の
す
ぼ
ら
し
い
、

レ
ジ
ュ
メ
を
も
と
に
歴
史
を
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

予
定
の
1
時
間

半
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
る
ほ
ど

の
、
大
変
有
意
義

な
講
演
会
に
な
り

ま
し
た
。

講
師
の
先
生
に

感
謝
申
し
上
げ
ま

す。◎
サ
ー
ク
ル
活
動

佃
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

①
定
例
総
会
　
4
月
1
7
日

N
T
T
・
O
B
サ
ロ
ン
　
（
出
席
者
2
4
名
）

②
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
　
5
月
2
1
日

豪
雨
の
為
中
止
と
な
る

③
6
月
例
月
大
会
　
6
月
2
1
日
（
参
加
者
2
2
名
）

男
子
優
勝
五
十
嵐
誠
一
　
準
優
勝
鈴
木
　
幹
司

女
子
優
勝
織
田
　
理
子
　
準
優
勝
森
　
和
子

④
7
月
例
月
大
会
　
8
月
1
日
（
参
加
者
記
名
）

男
子
優
勝
本
田
　
書
廉
　
準
優
勝
遠
藤
　
安
昭

女
子
優
勝
織
田
　
理
子
　
準
優
勝
勧
重
美
智
子

⑤
8
月
例
月
大
会
　
8
月
㌶
日
（
参
加
者
1
9
名
）

男
子
優
勝
本
田
　
書
贋
　
準
優
勝
五
十
嵐
誠
一

女
子
優
勝
織
田
　
理
子
　
準
優
勝
鋤
重
美
智
子

⑥
9
月
例
月
大
会
　
9
月
知
日
（
参
加
者
1
6
名
）

男
子
優
勝
遠
藤
　
安
昭
　
準
優
勝
本
田
　
書
庫

女
子
優
勝
織
田
　
理
子
　
準
優
勝
鋤
重
美
智
子

今
年
で
1
0
回
冒
と
な
る
電
友
会
東
北
三
P
G
愛
好

会
（
古
川
、
小
牛
田
、
お
い
た
ま
）
の
交
流
大
会
を
「
古

川
P
G
愛
好
会
」
が
幹
事
と
な
り
9
月
9
日
加
美
町

の
「
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
P
G
場
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
我
が
会
は
少
数
精
鋭
の
人
名
で
参
加
し
ま
し

た。
大
会
後
の
表
彰
式
、
懇
親
会
は
1
年
ぶ
り
の
再
会

と
節
目
の
1
0
回
大
会
と
い
う
こ
と
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

幹
事
の
皆
さ
宜
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


